
脳卒中死亡率の異なる 2地域間の栄

養調査の比較

＊菊地亮也 ＊佐藤美和子＊＊伊藤敬一

＊＊北村龍男＊＊＊南都 幸

秋田県内の脳卒中死亡率が高く，また高血圧者の頻度

も高いことが認められ（伊藤たち， 1972)1), 心電図の

高血圧性変化の有所見者率も高い地区である河辺郡雄和

町と，低率の南秋田郡天王町の食生活と，栄養摂取量を

比較検討したので報告する。

1 調査対象および期日

脳卒中死亡率が高率で， （1964~1968年平均死亡率人

口10万対361),高血圧者の高頻度地区；秋田県河辺郡雄

和町種平の34~67才男19名。

脳卒中死亡率が比較的低率で (1964~1968年平均死亡

率219),高血圧者低頻度地区；秋田県南秋田郡天王町大

崎の29~68才男19名。

昭和48年3月に連続2日間栄養調査を行ない，身体計

測および血圧測定，血液性状の検査は， 2日目の朝，空

腹時に実施した。

:n: 調査内容および方法

A 栄養摂取状況および食品諾別摂取状況

栄養摂取状況および食品群別摂取状況は個人摂取量の

正確を期すため，個人別に2日間の全食事および間食を

食事買上方式（菊地， 1973)2)により回収し，計算し

た。

1 ナトリウム，カリウム，食塩の摂取量

前述の全食事をホモジナイズし，試料として約159を

乾式灰化処理を行ない，塩酸処理のうえ炎光法により測

定した。

2 鉄，銅，マンガン，マグネシウムの摂取量

前述同様処理のうえ原子吸光法により測定した。

日 血圧および身体計測

血圧，皮下脂肪厚（栄研式皮脂計）， 肥満度（身長，

体重の測定値により箕輪式（箕輪たち， 1962)3)の体重

増減率算出法）による。

C 血液性状

へモグロビン（シアンメトヘモグロビン法），ヘマト

クリット（毛細管法），血清総たん白（屈折法），血清

コレステロール (Autoanalyzer法）血清中性脂肪（

Autoanalyzer法）脂肪酸分画（Gaschromatogra-

phy),血清尿酸 (Autoanalyzer法）

D 食生活の状況

面接および自計方式による。

皿 調査結果および考察

A 栄養摂取量および食品群別摂取量

1 栄養摂取量

天王町と雄和町の平均栄養摂取量を比較してみると，

表1のとおり，天王町が全体的に栄養摂取状況がよく，

とくに動たん，動脂，ビクミンA, ビクミンCの摂取量

が多い。有意差 (P<0.05)のあるものは，ビクミ ‘./C

表 1

項 目

熱 量

l たん白質
直たん

脂 肪

だけであった。

栄養摂取量 (I人 1日当M土S.D.)

天王町 N=191 雄和町；：i;変動係数 IS5呻

1 摂取量腐暫図充足悶；摂取量 1腐暫;1 充足~%天王町 1 雄和町』準塩

ふ`；5：:;3:I 27:::I l：オロニl2;;5:I ::: :I : :I :: :I 2, 1: 
, 1 48.9土 19.8I T;1 174.61 40.2土 16.41 ;mI 144. 1| 40.5| 41.o| 
, 1 31.7土 l3.7I ぶ：； 64.4l 29.8土 ll.41 4r;i 62.21 ・-42.81 38.7| 48 

＊秋田県衛生科学研究所食品栄養科 ＊＊秋田県立脳血管研究セソター ＊＊＊秋田保健所
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ク B1 露glo.94土 0.291 1.ool 94.ol o.79土 O.25l 0,971 81.4¥ 30.91 33.81 1.00 

ミ
mg! 1.10土 0.361 1.121 98.21 0.95土 o.2sl 1.08| 88.01 33.61 2a.oi B, I.IO 

ン＇

箪，I136土 6rl 601 226.71 s2I 601 155.0! 44.91 43. 1I C 93土 50 

II 

食 塩 ，1 16.3土 3.5| 15.o| 108.71 --.2土ー 5.-21 15.o| 1 14. 7| 21.」
＊アルコールを含む熱量 ＊＊P<D.05の危険率で有意差あり

＊＊＊脂肪は熱量の20％とする ＊＊＊＊動たんはたん白質の40％とする ＊＊＊＊＊ 1名喋却

30.2! 

両町の対象者を性別，年令別の荷重乎均栄養所要量（

厚生省， 1969)4)と栄養摂取量を比較してみると，天王

町で所要量に満たない栄養素は，脂肪，カルシウム，ビ

クミンB群，雄和町では脂肪，カルシウム，ピクミソA

ビクミンB群で，雄和町の充足率が低い結果で，とくに

ビクミンAが顕著である。

表2 栄養摂取量および栄養比率

天王町 I雄和町

I 
＊＊＊ 

N=l9 N=l8 

M土s.o.l M土．s．D

熱 量＊ca1l1. 953土 39111, 909土 444 

アルコールCal|i 200土 1971 336土 270 

熱 量でall2, 153土 43912,245土 537 

栄
たん白震，I88.9土 22.31 81.4土 20.8

動たん "I 48.9土 19.81 40.2土 16.4

養
脂 肪，I31.7土 13.sl 29.8土 11.4

懃 脂，I 16.8土 8.41 14.1土 5.7 

摂 糖質，1323.5土 86.11320.9土 93.4

カルシウム 町1 529土 2881 554. 1土 259.5

取 ナ・トリウム 霰gl6969土 26401 7052土 3125 

リ ソ町I 1177土 2771 1119土 287 

量 鉄 町I17.4土 5.71 15.5土 4.5 

ビクミ`;.,A 1.ul 2421土 16621 1114土 701 
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B, mgl O. 94土 0,291 0,79土 0,25
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8.11土

I 234.8土

NaC1 9l16.3土

＊アルコールを含まない熱量

＊＊アルコールを含む熱量

1,511 2,82土 1,30

立6.77土 2.26
57.21195,9土 69.0

3]  17,2土 5.2

*** I名寄却

個人栄養摂取量は表 1, 2のとおりである。個人間の

変動係数50％以上のバラッキの多いものは，天王町の動

脂，カルシウム，ビクミンA,雄和町ではビクミンAで

個人間のバラツキは雄和町が少ない。
1 

摂取熱量で，アルコールの占める率は，天王町200Ca

雄和町337Calと， 摂取熱量の15％を占め，雄和町が多

し‘o

2 食品群別摂取量

天王町と雄和町の平均食品群別摂取量を比較してみる

と，麦3のとおり，天王町がとくに多い食品群は，小麦

類，油，緑黄色野菜，果実，海草．魚介類（乾），肉類

で．雄和町の摂取量の多いものは，いも類，菓子類．大

豆及び大豆製品，その他の野菜，魚介類（生），生乳で

動物性食品は天王町が多く，植物性食品は雄和町に多

く，良質の栄養給源が天王町に多い傾向を示している
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が，いずれも有意差はみられなかった。昭和50年目途の

栄養基準量に比較すると，いも類，砂糖類，肉類，卵，

乳類が両町とも少なく雄和町は緑黄色野菜が少なく，そ

の他の野菜が多い。

表3
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叩
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塾
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品群 和 1基準量靡嗜）
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魚 介 類（生）

II （乾）

獣 鳥 鯨 肉 類

卵 類

生 乳

嗜 好 飲 料

＊多い ** l名棄却

I 112土 64 I * 130土 84 57. ll 

I * 53土 40 | 30土 36 75.51 

I* 37土 37 I 17土 20 97.31 

I* 31土 35 I 28土 25 112.91 

I 26土 55 I* 34土 58 211.sl 

I 318土 261 I * 526土 511 82.11 

言｝ 70

117.J 40 
89,31 45 

170.6Ll製lJ220

97. ll 

個人の食品群別摂取量について，変動係数（バラツキ

）は両町ともかなり高く， 100％以上の主なものは，小

麦，種実，いも類，砂糖類，菓子類，動物油，海草，卵

牛乳などで，雄和町は，果実，緑黄色野菜，魚介類（乾）

肉類が天王町よりバラッキが多い。

3 栄養比率および伎用食品数

天王町と雄和町の平均栄養比率を比較すると，表4に

示したとおり，穀類，糖質， たん白質，脂肪カロリー

比，動たん比，動脂比とも天王町が高い。すなわち，米

小麦，油，動物性食品からの熱量が多いことと，とくに

表4 栄 養 比 率 ％ 

NI穀類 Cal比 I糖質 Cal比 Iたん白質Cal比I脂肪 Cal比 I動たん比 I動 脂 比

天王町 1 19 

雄和町 1 1; 

変動係数戸

」和 1

* 1名棄却

53.9土 6.5

47.6土13.1

59,3土 9,9

57.9土11.2

53.0土11.9 51.7土17.6

48.4土11.3

12.1 

27.5 

16,7 

19.3 

16.5土 3.8

14.7土 2.7

23.0 

18.4 

13.1土 5.1

12.3土 4.9

38.9 

39.8 

40,5 

46.5土14,1

34;0 

23.3 30.3 
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小麦からの穀類カロリー比，動物性食品からのたん白質

カロリー比および動脂比が天王町に高い傾向を示してい

るが，いずれも有意差はみられなかった。

個人間の変動係数をみると，動脂比，tこん白質カロリ

ー比は天王町が高く，穀類カロリー比，糖質カロリー比

は雄和町が高い。これを同方法で3月調査した仙北村の

男（菊地たち， 1972)5)と比較してみると，穀類，糖質

脂肪カロリー比が，仙北村より少なく，たん白質カロリ

一比，動たん比，動脂比が高い。すなわち，動物性食品

の摂取が多いことを意味している。

表5 使用食品数

| N 1動物性食品数1植物性食品数i総使用食品数

天王町 1191 5.1土 2.0|16.3土 3.9| 20.9土 4.5

雄和町 19 4.1土 1.5 16.9土 4.5 21. 1土 5.o

1日1回以上使用した食品を 1とした。

次に，使用食品数を両町比較してみると，動物性食品

数が天王町に多く，植物性食品数，総食品数が雄和町に

多い傾向を示しているが有意差はみられなかった。

4 栄養摂取量の各食品摂取比率

熱量，たん白質，脂肪，ビクミンA, ビクミンCの摂

取量が各食品群から占める比率をみると麦6, 7に示し

たとおりである。

両町の熱量の食品比率を比較してみると，天王町が米

以外からの穀類，小麦からの熱量と動物性食品，とくに

肉からの摂取比率が高く，砂糖，菓子，酒類からの摂取

比率は，雄和町に高い傾向を示している。

たん白質の食品比率は，肉，魚などの動物性食品から

の摂取比率が動たん比とともに，天王町が高く，穀類，

その他植物性食品からの摂取比率は雄和町が高い傾向に

ある。

脂肪については，天王町が主として植物性の油脂類と

肉からの摂取比率が高く，雄和町は穀類，大豆および大

豆製品からの摂取比率が高い傾向を示している。

ビクミソAについては，緑黄色野菜からのブロビクミ

表6

天 王

＾ ロ
2153 

100 

100 

ムロ 計

88.9 'I 

100 笹

100 笹

栄養量の食品摂取比率 (I人 1日当M土S.D)

町熱量（Cal)

計ロロニI:9:I:41言:::I:76:I:58:Iで：り』こし！：7」？雪
% I 55.8|(45.0)| o.4| 1.92.71 3.6|2.7 5.9| l0.3| 4.oI 尋。．91,.6
% 55.81 2.3 | 2. 7 6.3| 5.9| 17.4 1,.6 

たん白質('I)

1穀類 I（米） I各男督磯霜Iその他 I 魚 I 肉 1 卵 1乳製品歴―ぎ白］員房：ぶ皇
|19: 6. 11(I:g.6)| 8.7 土 4.6|10.8 137;25.o| 7:10.51 3: 6.』1ご2.1|39土13.1|49土27.5

55.8 

I - - 31.7 I 12.21 56., I ~oo 

脂肪('I)

合 計 1穀類 1各昂森店嘉製品1油脂類十その他 I 魚 I 肉 1 卵 1乳製品

31. 7,  | 2;1.8|4.2土：5|竺7.312.4 | ] 5.3| 5: 7.61 3: 5.3| 1立2.4
3.2 

100 

ビク・ミン A (I. U.) 

合 計見9月皇1果実1その他|魚|肉 I 卵 1乳製品

一

2421 I. U.1土14751土 37土4636| 7 ;lh。1：菜ぶ。しりg761土30:-4
100 % 1 62.o| 1.4| 2.o| o.31 4.6| 18. 7| 10.o| l.0 

100 % I 65.7 I 34.3 

ビクミン C (mg) 

合 h〖[I炉齢雑I果実1そり他
136 "g1土 241土47521土29181土5744| 1 

100 %| l.5□辻―~ 0.5 

100 %1 99.s I o.s 
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表7

雄和

合

2176 

100 

100 

栄養量の食品摂取比率（ 1人 1日当M土S.D・）

町 熱量（Cal)

計：］口］：言II □I：号］土6!:5こ亨
たん白質('I)

合 797:  Il： ：贔；［1奇男日匹竺Il:：他□。II3:45| 3:P4 31 :::9舟字舟：
100 49.8 

100 00 

脂 肪('I)

ノロ 計 l穀類 大そ豆の及他大の豆豆裏類品 油脂類 1その他 魚 肉 卵 乳製品

I 
3.4 4.3 5.0 I 4.1 6.3 l. 7 3.3 I. I 

29.29 土11.0 土2.2 土 5,2 土 4.1 土 2.9 土 3.8 土 2.5

100 % I 11.61 14,7 17. I 14.1 21.6 5.8 11.31 3.8 

100 % I 26.3 17. l 14.1 42,5 

ビクミン A (I. U.) ビクミン C (mg) 

合 計見鸞聾果27実1その他i魚 I百―I卵 1乳製品
112a 1. u.l土 7851土 120土 311 3 I土8f23に冒言731土3176

2.6 

100 % I 68.3 I 31.7 

果実1その他

l: :「こI土20:『こl土：：：」：．4
100 % 98.6 1.4 

ぉ
a

,

ンAと肉からのビクミンAの摂取比率は天王町が高く，

ビクミンCについても天王町がビクミンA同様，緑黄色

野菜と果実からの摂取比率が高い傾向を示しているが，

いずれも有意な差はみられなかった。

以上，たん白質，脂肪，ビクミンA, ビクミンCの絶

対摂取量が天王町に多く，熱量も含め，たん白質の質お

よびビクミンCとの吸収，また，植物性脂肪の質および

ビクミンAの緑黄色野菜との吸収効果，ビクミソCの調

理による損失など，栄養学的には天王町の各食品摂取比

取量であり，仙北村（菊地たち， 1972)5)の男と同様で

秋田県農村（菊地， 1970)6)のNaCl摂取量18'I,湯沢

市農村（菊地たち1971)7)の19~279より低い摂取量で

ある。

b カリウム (K)

天王町1.7'I,雄和町l.6'Jと差は少なく，仙北村（菊

地たち， 1972)5) 1. 7'Iとほぽ同じ結果であった。

c 鉄 (Fe)

天王町14.6mg,雄和町12.0mgと天王町が多く所要量10

• 率のバランスがよい傾向にある。 町を上回っている。前記、鉄の計算値は天王町17.4m'I,

5 ミネラルの概取量「分析値による」 雄和町15.5町で分析値の低いのは，調理による損失とみ

分析値によるミネラル摂取量は表2に示したとおり両 なされる。＇ 虹比較してみると，ナトリウム，食塩，カリウム，鉄 d 銅 (Cu)

銅，マンガン，マグネシウムは天王町に多い傾向を示し 天王町3.8町，雄和町2.8叩と天王町が有意に多い。

• 銅は有意に天王町に多い。 Cu摂取量は，普通3~6町／dayである。

a 食塩 (NaCl) e マンガン (Mn)

天王町16V-,雄和町159であるが，雄和町のNaCltこ 天王町8町，雄和町7町であった。日常食には4叩／

ついて，常態でない検体を棄却してみると，約179の摂 day含まれているとされている。
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f マグネシウム (Mg)

天王町235町，雄和町196町と天王町が多い。 Mg所要

量は成人300叩／dayとの報告がある。

B 血圧および身体計測

1 血圧

血圧測定結果は表8に示したとおり，天王町最大血圧

153,最小血圧92111111Hg, 雄和町は最大血圧158,最小血

圧9袖血gで両町に有意な差は認められなかった。測定

時点で最大血圧160, 最小血圧95nHg以上， ともに高

い者は．天王町で7例，雄和町12例．合計19例で対象者

の50％の出現率である。

2 身体計測

身長，体重，体重増減率について，両町を比較すると

ほとんど差はなく，体重増減率20％以上（肥満度夏度以

上）は両町とも 4例みられた。皮下脂肪厚も．とくに差

はみられなかった。

表8

項

身体計測および血液性状

目し竺きりJ雄和町

森一身 N 長 ml 158 ::5.8|158.::6.6 
計一一体 重 k, 156.1土 7.557.O土 9.7
測
体重増減率％ 1+4.62土14.21+4.53土14.7

皮__.J::腕部 lll1II 1 8.21土3.57 7.58土3.68

厚
脂＿背部 I, 110. 13土3.29111.56土5.62

謄部 '/I11.16土5.79,13.86土9.25

血 ヘマトクリット ％ 1 46.3土 2.5|44.6土 3.0

へモグロビ、／ 9 ／dヽI 15.8土 I.II 16.0土 2.0

液 I
血清総蛋白'I/del 7.6土 0.41 7.4土 0.4

性 Iー血清総コレステロ欝；；盆I 165土 25| 178土 35 

状 1 血清中性脂肪 mg/d61 104土 21| [03土 43

血清尿酸叩／dt1 5.3土 l.21 5.O土 1.2

血最大血圧 111111Hgl 153土 301 158土 29

圧最小血圧 II I 92土 111 98土 10

Cu I 1. 1土 0.7| 1.4土 0.8
血 c" I 30.7土 3.51 33._0土 2.8

清 1 c.:I I 4.7土 1.61 4.7土 1.2

¥ 11.0土1.91 li.8土 1.5

l 
C11:2 I 21.3土 4.21 18.6土 4.1

組 l -------―|―  

| - _c印—--- 6.2土 2.4| 5.4土 1.9
成： ＿＿戸召国 1 l.36土0.241 1.18土O.16

L~ I o.90土0.26I o. 78土0.27

脂

肪

酸

C18 

C1a:1 24.6土 3.3

C 血液牲状

l ヘモグロピン (Hb), ヘマトクリット (Ht),血

清総たん白（T.P),尿駿 (U.A)

Hb, Ht, TP, UAは貧血およびたん白質摂取量な

どの指標とされており，男の生理的下限値（金井たち．

1972) 8)より低値を示したものは， 天王町では Hbl4

凡湿以下， Ht39％以下， T.P6.9叩／d¢以下ともに低く

U.AB.Om9ぼ以上のもの 1例， U.A3.4叩／dt以下のも

の 1例がみられた。雄和町では， Ht39％以下 1例， T.P

6.9町／dt以下1例， UA3.4霞gdヽ以下2例であった。

両町の測定平均値に有意差はなかった。

2 中性脂肪 (T.G), コレステロール (T.C)脂肪

酸組成

動脈硬化と関連のある血清脂質は衷8に示したとおり

である。 T.GIIO昴g/d8以上を，高症例とするならば，天

王町では7例（37%),雄和町では8例（42%)の出現

率で両町で 1例づつ顕著な高症例がみられた。両町の乎

均値に有意な差はみられなかった。 T.C220箪g/d¢以上

を高症例とするならば，雄和町で 2例みられ天王町では

l例もなかった。両町の差は雄和町が若干高い傾向にあ

るが有意ではなかった。

血清脂肪酸分画で両町に有意な差が認められた脂肪酸

は，飽和脂肪酸，ペルミチン酸 (C,.)で雄和町に多く，

また不胞和脂肪酸， リノール酸（C18:,)と不飽和／飽和

(US/S)値は天王町に有意に多かった。 リノール酸（

C,.:,)とオレイソ酸（C9B:l)の比 (L/0)は天王町に

高値の傾向がみられるが有意ではなかった。

D 栄養摂取量と血圧，血清脂質の関係

1 栄養摂取量と血圧の関係

両町の調査時点の血圧測定結果，最大血圧16011ZlllHg以

上，または，最小血圧95nHg以上の高血圧者19例と前

述以下の正常者19例の血液性状および栄養摂取状況など

を比較すると，表9に示したとおりである。全成績で有

意差の認められたものは，体重， Ht,Hb,たん白質，

リソ，マグネシウム，米の摂取量である。

高血圧者は一般に肥満者に多い成績が報告されてい

る。本調査では，高血圧者群51.6kg,正常者群60,5切で

正常者に体重が有意に多い結果がみられた。これは，高

血庄者群の体重増減率が一°.3％で心るいそう、の傾向
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にあり，正常者群が十9.5％で標準体重の上限を示して

おり，体重増減率土10％末満でいずれも標準体重内にあ

る。皮下脂肪厚は，いずれも正常者群が多い傾向を示

し，上腕＋背部で高血圧者群が11.1.,,,正常者群は20.4

匹である。血液性状では，中性脂肪が同値である以外

は，すべて正常者群が高値を示し，いずれも正常範囲

にある。 Ht,Hbが正常群に有意に多く，尿酸も多い傾

向にあるのは．たん白質摂取量がとくに多いことと，他

の栄養摂取量のバランスのよいことを意味する。US/S,

L/0比が高い傾向を示し，不飽和脂肪酸が正常者群に

多い傾向にあるのも前述のとおりである。

表9 高血圧者および正常者の栄養摂取量

並びに血液性状

項 目 ［勺讐腿［西竺昂
I 
＊＊＊＊＊ 

身
体 重切 51,6土 6.7 60,5土 8.1 

-0.31土11.91 
体
体 増 率牲 9.5土15.1

計

;1 ~ 腕 I 6.8土 2.21 9.0土 4.4

測 部 I 10.3土 3.41 11.4土 5.6

露鵞 謄 部 I 9.9土 4.71 15. 1土 9.3
I 

| 
＊＊＊ 

ヘマトクリット ％ 44.4土 3.1 46.5土 2.3

血 へモグロビン 9/d¢
15.4土 1.41 16.5土r:.:

血清総たん白 9/d¢| 7,4土 5.21 7.5土 3.2

液 血清総コレステロール
震g/de 1 7 正吐 211 173 土 38 

性 血清中性脂肪叩／de II 土 39

状
血清尿酸町／“＊＊ 4. 土 1.0

不飽和／飽和 1.23土0.19「*1.32土0.25
L乙0

| !** 
0.82土0.211 0.88土0.32

Il * ＊ ＊ I 熱量 Cal 2091土 487 2310土 471
7応r92 ＊ ＊＊＊ たん白質'I 78.4土19. .＊ 5土21.9

動ーたん， I 40.1土17. ,8土19.1

脂 肪， I 27.9土12.sl 33.：土12,0

動 脂， I 14.0土．1.ol 11.r土 7,4

糖 質， I 300土 85r:：土 89

カルシウム", 1 504土 2581
＊ 
581土 286

リ | 691 ＊ ＊＊＊ ン町 1039土 2 1265土 275

＊ 

鉄 叩 115. 1屯立 27.9土兒

量 I ヒ•IAI．旦・-L1603土l124| 197；土1697
ク-- -B←翌上o.79土°.9三し四5云

食

品

群

別

摂

取

量

， 

栄

養

比

率

％ 

ミ

町 |0.93土o.2a¥ 1．ふ0.35B, 
ン ＊ 

C 鴫 104土 68 137土 60

＊ 
Na 鵬 5525土217( 6660土1936

分 ＊ 
K 鴫9 1470土 749 1878土 500

Cu 111g 3.16土I.591 3.5ぶ土1.37

析 Fe 町 I12.45土6.6914.3r土4.12

Mn 鴫 6,73土2.6~ 8,2；土1,79
値 Mg I 21 ＊亭＊＊＊mg 189,3土62. 243.9土58.09 •--

NaCl v, I 14.5土 5.5
＊ 
16,5土 5.2

I 

＊ ＊＊＊ 
米 248土 93 319土 97

I 

＊ 
砂 糖 4.8土 9.4 6,1土18,3

＊ 
菓 子 28.4土37.4 21.4土60.2

I 

＊ 
油 脂 4.5土 4.7 7.8土 5.5

緑黄色野菜 51土 53 51土 49

I 185土 108|
＊ 

その他の野菜 204土 83

＊ 
つけもの 52土 41 62土 45

I 

＊ 
酒 344土 432 360土 373

17土 281
＊ 

肉 類 36土 31

卵 類 I 30土 281 30土 34

I 122土 761
＊ 

魚 類 154土 99

動 た ん 比 I 49.7土13.11 53．；土 9．8

動 脂 比

たん白質 Cal比

脂 肪 Cal比

糖 質 Cal比

穀 類 Cal比

＊摂取量の多いもの

＊＊異常値棄却 (1名）

47.4土17.61 s1.r土14.3

14.9土 3.61 16．ぶ： 3.1
＊ 

12.0土 5.1 13.5土 4.8
＊ 

56.8土11.7 60.6土 8.8

48.9土10.61 52．ぶ：10.5

***0,02<P<0.05の危険率で有意差あり

****0,001くP<0.01の II

*****P<0,001 の II

栄養摂取量および食品群別摂取量並びに栄養比率につ

いては，緑黄色野菜，卵類が同値で，菓子類が高血圧症

群に多い以外，すべての栄養素，食品群とも，正常者群

の摂取量が多い傾向にある。たん白質， リン，マグネシ

ウム，米の摂取量は有意に正常者群に多く，総体的に正

常者群が栄養摂取量およびバランスのよいことがうかが

われ，これらが高血圧症進展にも影響のある因子と考え

られる。とくに高血圧者群に低カロリー，低脂肪の傾向
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にあることが体重増減率との関連と併せて問題とされよ

う。

また， ミネラルの分析値で，マグネシウムがとくに，

正常者群に多いことは不飽和脂肪酸の欠乏による血清コ

レステロール値の上昇に際して，マグネシウムがこれに

関与し，すなわち，マグネシウムが不足する湯合，コレ

ステロール値の上昇が促進されることも報告（有本， 19

65) 9)されており，今後追究すべき課題である。

食塩が正常者群にやや多いことは，高血圧者群が通

院，その他の機会での指導をうけ，減塩に留意している

結果と思われる。

米の摂取量 319<; (2合）で正常者群に有意に多いこ

とは，穀類カロリー比が高いことと併せて，所要熱量の

充足を米に依存する度合が高いことである。しかし，米

の摂取量は，仙北村（菊地たち， 1972)5)の男 370<;,

秋田県生産者（秋田県， 1973)10)平均昭和45年 399'1,

昭和4“F3509のいずれよりも少ない。

2 栄養摂取量と血清脂質の関係

a 不飽和脂肪酷／飽和脂肪酷およびリノール酪／オ

レイン酷と栄養摂取量

動脈硬化に関連の深いUS/S,L/0比と，雄和町の油

脂の摂取量に有意の相関が認められた。

血清脂肪酸で，飽和のパルミチン酸（C19:o)が雄和町

で有意に多く，脂肪，動脂，油脂類の摂取量が天王町よ

り少なく，また脂肪のなかで不飽和脂肪酸の多い植物油

の摂取比率が少ない時点で，より不飽和の多い植物油（

油脂類のほとんどが植物油である）をとるほどUS/S値

および L/0比が高くなることを示しており，量的指導

が今後の食生活改善上，有効的であることを示唆するも

のである。

表10

／
飽
和

不
飽
和
／

/
0
 

L
/
 

不飽和／飽和 •L/0 と栄養摂取量，食品群別摂取量との相関（相関係数）

| N I脂 肪 l 動—たん 1緑黄色野菜1 油脂類 1 魚介類 1 肉 類 I

天王町 19 0.3578 —0. 16101 °.0363 0.2593 0. 1699 0. 1865 
＊ 

雄 和町 19 0.0880 -0.3353| ―0.2671 0.473l -0.0155 0. 1337 

天王・雄和 38 I 0:24791 -0:04301 o:06931 o:36421 。.06881 0:2722 
＊＊ 

天 王町 19 I o.54621 -0.02201 0.20321 o.38561 -0.28521 o.3350 

雄和町 19 I o.on5! -0.24631 0.15101 o.52481 0.13581 -0.1351 

天王・雄和， 38 0.3414|---0. 1201 0.2424 0_._4邸； ＿o．2059 0.2184 
*P<0.05の危険率で有意。

**0.001くP<0.01の”

卵

＊ 
0.5277 

-0.1814 

0.3146 

0.0510 

0.1370 

0.0995 

天王町の油脂類摂取量と US/S, L/0比との相関は 知のとおりである。 T.Gと有意な相関が認められたも

みられないが，両町の油脂類摂取量と US/S, L/0比 のは，雄和町の米の摂取星と，天王，雄和町の穀類カロ

の相関は認められ，油脂類の主である植物油の摂取と リー比である。

US/S, L/0比の関係がみられた。天王町の US/S比と 雄和町で比較的相関係数の高いものは，糖質摂取量（

卵の摂取星に相関がみられた。卵はリノール酸が少な< r =0.4331), 穀類カロリー比 (r=0.4403)などで米

飽和脂肪酸が多いが，卵と同時に不飽和脂肪酸の多い植 を中心とした糖質摂取量が，血清 T.G値を高める要因

物油の摂取による関係と推察される。油と卵の摂取量の として現われている。

関係はr=0.4069で有意な相関は認められないが，傾向 一方，天王町では， T.G と関連のあるといわれてい

はみられる。 る熱量，糖質，糖質 Cai比，米，菓子類がむしろ負の

L/0比と天王町の脂肪摂取星との間に有意な関係が 関係の傾向がみられ，脂質代謝と食生活ベターソ差によ

みられたことは，天王町の植物油を主とした油脂類を雄 る関係が興味を示すところである。

和町より比較的多くとっており，現在の脂肪性食品比率 天王，雄和町の血清 T.G値と，動たん摂取量の関係

パクーンにより，脂肪を摂ることで，リノール酸摂取比率 は一定量以上の過剰たん白質摂取が血清の T.G値を高

が高くなり，雄和町と質的な差異がみられたといえる。 める要因と考えられる。

天王町の現状の脂肪性食品比率ベターンがバランスの 天王，雄和町の血清 T.G値と，穀類カロリー比との

とれた栄養摂取状況との関連および脂質代謝に好影響が 有意な相関は，前述雄和町の米の摂取量と血清 T.G値

あるものと考察される。 の高い関係が顕在化したもので，天王町の T.Gと穀類

b 中性脂肪，コレステロールと栄養摂取量 ヵロリー比との関係は r= -0. 1048と殆んどみられな

動脈硬化と中性脂肪（T.G)，糖質摂取量の関係は周 い。

ー 156-



口：
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•P<0.05 **P<0.01の危険率で有意差あり。

動脈硬化と血清コレステロール値(T.C)および動物

性脂肪に多い飽和脂肪酸との関連はよく知られていると

ころである。 T.Cと有意な相関の認められたものは天

王町の動たんと動たん比で，いずれも負の関係を示し，

すなわち，動物性たん白質の摂取量が多くなれば T.C

値は低値を示すことになる。このことは両地区で，T.C

値高症例（220町／“以上）は雄和町に2例みられただけ

であり，栄養摂取状況がまだ血清T.Cを高めるパクー

ンにな4ておらず，栄養のバランスも含め，たん白質摂
取が血清T.Cを上昇させない因子として現われている。

このことから欧米，都市型の食生活と差異のあることが

推察される。また， T.Cと関係の深い脂肪，動脂，魚

肉なども負の相関傾向を示し，緑黄色野菜などと，併せ

て，前述同様T.Cの抑制因子になっていると考えられ

る。

E 食生活の状況

1 調理形態別頻度

1食 1回調理した度数を 1とした調理形態別頻度を

表12でみると，天王町14.4,雄和町14.2でほぽ同頻度で

ある。雄和町の調理頻度の多いものは，汁物，生物など

で，天王町の多いものは浸し物，煮物，炒物，和物など

であるが，いずれも有意差はなかった。

主食＋汁物＋つけもの／ 1日の調理頻度x100, すな

わち，秋田県の旧食生活パクーン率は天王町40.6で，雄

和町43.8と，雄和町に，より高い傾向がみられる。

表12 調理形態別頻度および食生活の状況 (213分平均）

雄 和 町
I 

天 王 町

N 35 
I 

37 

］五面-J;I:：一竺」 朝 I 
昼 夕 I 計 | ％ I 朝 I 

昼 夕 I 計 I ％ 

主食 飯 I 0.91 0.91 0.91 2.71 20.0 I 0.91 0. l I 0.81 2.41 19.7 

，，ミン，麺類 0.031 0. I I 0. 131 0.03 0.2 I 0.2 0.431 

汁物 味ソ汁
0.9 0,5 0.61 2.0 I 15.5 0.9 0.31 0.6 1.a I 13.2 

その他スープ等 I I 0.1 I 0.2 I 

5 6 1 

0.1 I 0.031 
I 

0.1 0.1 

浸し物h 風i 0.41 0.1 I 0,31 0.81 0.5| 0.2 I o.3 I 1.0 I 6.9 
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2 酒の摂取量 り129多く，アルコールによる摂取カロリー比率も高い。

酒の摂取状況はアンケートからみると，雄和町が飲酒 また，飲酒後食事をするものの率は天王町に多い。

率， 1カ月当りの酒の消費量， 1日当りの飲酒量，いず 3 その他

れも天王町より多い。 生活時間，既往歴，自覚症状などは表13, 14, 15に示

1日のアルコール摂取量は，雄和町46gで天王町349よ すとおりである。

表13--1 自 覚症状 ％ 

| N I息切れ Iどうき I耳なり 1めまい 1不一眠l夜多尿 1肩こり 1立ちくら吋 計
天王町 36.8 

雄＿＿和町 1 191 。1 5.315.3|5.31 。I 10.5| 5.3i _ 36.8| 68.5 
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表13-2 ％ 

天王町で自覚症状 1つ以上訴えた者の率

雄和町で自覚症状 1つ以上訴えた者の率

68.4 

57.9 

表14

王

和

天

雄

既往歴の状況 （）内は％

膚靡 1高血圧 l低血圧 I心臓病 I腎臓病 I肝臓病 1刃かぢ I そ の 他

町 1。I I(d 。I I(d 1(5)1 I(5)1 。1リュウマチ，神経痛，急性腹膜炎
町 1。-| o | 。1 。1 。l !(5)1 3(16)1神経痛，肺結核，ぽうこう癌

表15 生活時間

1労働時間 l睡眠時間Iその他の時間
天王町 1 7時間18分1 9時間12分1 7時間30分

雄和町 1 6時間30分1 9時間12分1 8時間18分

F まとめ

秋田県内の脳卒中死亡率の高い河辺郡雄和町と，比較

的死亡率の低い南秋田郡天王町の男38名を対象に，昭和

4碑 3月栄養摂取量を中心とした調査を実施した結果次

のとおりである。

にある。また，栄養摂取量，食品群別摂取量，栄養比率

とも，正常者群が高い傾向を示している。

7 不飽和脂肪酸／飽和脂肪酸比 (US/S)およびリノ

ール酸／オレイン酸比(L/0)は，雄和町および両町の

油脂と有意な相関がみられた。また， US/S比と天王

町の卵， L/0比と天王町の脂肪摂取量に相関が認めら

れた。血清中性脂肪とは雄和町の米，両町の動たん，穀

類カロリー比との相関がみられ，また，血清コレステロ

ールとは，天王町の動たん，動たん比と負の相関がみ

られ，食生活ペターンの差異が考えられる，両町に脂質

代謝と栄養摂取の関連のあることが考察された。

8 調理形態別頻度では，主食，汁物，つけものの占め

る比率が雄和町に多い傾向を示した。また，酒について

1 栄養摂取状況は天王町が総体的に良好で，栄養のバ も，欽酒率 1カ月当たりの酒の消費量， 1日当たりアル

ランスもよい傾向にあり，栄養所要量の充足率も雄和町 コール摂取量，アルコール摂取ヵロリー比率とも，多い

より高い。 傾向にある。

2 食品群別摂取量は天王町が動物性食品などの良質の

栄養給源が雄和町より多い傾向を示している。

3 穀類i糖質，たん白質，脂肪カロリー比，動たん，

動脂比の栄養比率は天王町が高い傾向にある。栄養摂取

量の各食品からの摂取比率をみると，熱量，たん白質，

脂肪，ビクミンA, Cとも天王町が栄養学的に各食品の

摂取比率とバランスのよいことがうかがわれる。

4 ミネラル摂取量（分析値）では，食塩，カリウム，

鉄，銅，マンガン，マグネシウムとも天王町が多い傾向

にあり，銅摂取量が雄和町より有意に多かった。

5 ヘモグロビン，ヘマトクリット，血清総たん白，尿

酸，中性脂肪，血清コレステロールとも両町に有意の差

はなかった。

血清脂肪酸分画で，両町に差の認められたものは飽和

脂肪酸（パルミチ‘ノ酸C16:o)で雄和町が多く，また不胞

和脂肪酸（リノール酸Cu:2)と不飽和脂肪酸／飽和脂肪

酸が天王町に有意に多かった。

6 両町の血圧正常者群と，高血圧者群を比較してみる

と，体重，ヘマトクリット，ヘモグロビンが有意に正常

者群に多く，他の血液性状値とも，正常者群が高い傾向
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